
30 10 30

20 10 30

20
12

19
10

18
11

23
7

21
7

22
9

23
10

∧
風
∨
東
部
は
南
東
。
西
部
は
東
。

∧
波
∨
１
㍍
。
あ
す
は
１
・
５
の
ち
２
㍍
。
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② つるしびな
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箟岳山実相坊（涌谷町）

子
の
幸
せ
願
う
ま
つ
り
に

つるしびなを飾ったドリームガーデン彩英花 リピーターも多い

メ

モ

映
画
「
つ
る
し
び
な
」
は

２
０
１
１
年
公
開
。
涌
谷
町
で
農
業
を

営
む
父
と
仙
台
で
暮
ら
す
娘
の
物
語

で
、
主
な
撮
影
地
の
涌
谷
は
大
和
優
雅

監
督
の
出
身
地
。
実
相
坊
の
祭
り
は
５

日
ま
で
、
「
彩
英
花
」
の
展
示
は

日

ま
で
（
入
園
料
５
０
０
円
）
。
連
絡
先

は
実
相
坊
０
２
２
９
（
４
５
）
２
２
５

５
、
ド
リ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン
彩
英
花
０
２

２
９
（
４
５
）
２
６
１
１
。

縁
起
物
を
か
た
ど
っ
た
小
さ
な

人
形
を
赤
い
糸
で
つ
る
し

子
ど

も
た
ち
の
幸
せ
を
願
う

つ
る
し

び
な
ま
つ
り

が

涌
谷
町
の
箟
岳

山
実
相
坊
で
始
ま
っ
た
の
は
２
０

０
２
年

映
画

つ
る
し
び
な

の

撮
影
地
に
も
な
り

４
月
半
ば
に

始
ま
る
ま
つ
り
は

春
の
訪
れ
を

告
げ
る
町
の
風
物
詩
に
な
っ
た

つ
る
し
び
な
は
女
児
の
初
節
句

を
祝
う
伊
豆
・
稲
取
地
方
な
ど
の

風
習
だ
っ
た
。
佐
々
木
了
章
住
職

が
伊
豆
の
旅
先
で
出
合
い

「
孫
娘
の
た
め
に
」
と
飾
っ
た
の

が
話
題
に
な
っ
て
、
涌
谷
に
根
付

い
た
と
い
う
。

実
相
坊
近
く
の
古
民
家
で
山
野

草
な
ど
が
見
ら
れ
る
「
ド
リ
ー
ム

ガ
ー
デ
ン
彩
英
花
」
も
７
年
ほ
ど

前
か
ら
、
実
相
坊
と
同
時
期
に
花

型
の
つ
る
し
び
な
を
飾
る
。
オ
ー

ナ
ー
の
中
沢
英
子
さ
ん

が
実

相
坊
の
人
形
に
感
銘
し
、
自
作
し

て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
で
大
き
な
被
害

を
受
け
た
県
沿
岸
部
か
ら
の
見
学

者
が
少
な
く
な
い
。
人
形
に
「
癒

や
し
」を
求
め
て
訪
れ
る
よ
う
だ
。

実
相
坊
で
も
、
深
刻
な
表
情
で

飾
り
を
見
つ
め
、
涙
ぐ
む
人
が
い

る
と
い
う
。
「
親
し
い
人
を
亡
く

し
、
心
の
安
ら
ぎ
を
求
め
に
来
て

く
れ
た
の
で
し
ょ
う
」
と
佐
々
木

さ
ん
は
言
う
。
震
災
後
、
ま
つ
り

に
込
め
た
祈
り
に
は「
身
体
健
全
、

無
病
息
災
」
と
と
も
に
、
震
災
犠

牲
者
の
供
養
が
加
わ
っ
た
。
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大
型
連
休
後
半
が
始
ま
っ
た

２
日
、
亘
理
町
荒
浜
地
区
の
復

興
商
店
街
で
、
炭
火
焼
き
の
サ

ン
マ
を
味
わ
う
イ
ベ
ン
ト
が
あ

っ
た
。

三
陸
産
の
解
凍
サ
ン
マ
を
１

匹

円
で
販
売
。
商
店
街
の
ア

ー
ケ
ー
ド
下
に
全
長

㍍
の
焼

き
台
を
設
け
、
来
場
者
が
箸
や

ト
ン
グ
で
身
を
返
し
な
が
ら
じ

っ
く
り
焼
き
上
げ
た
。

東
京
か
ら
仙
台
市
に
帰
省
中

の
主
婦
志
田
朋
美
さ
ん

は
「
お
い
し
い
炭
火
焼
き
は

秋
だ
け
し
か
食
べ
ら
れ
な
い

と
思
っ
て
い
た
。
風
景
も
い
い

し
最
高
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し

た
。主

催
し
た
「
亘
理
町
荒
浜
に

ぎ
わ
い
回
廊
商
店
街
」
は
、
被

災
し
た
８
店
が
集
ま
っ
て
３
月

に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
商
店
街
管

理
組
合
の
残
間
祥
夫
理
事
長
は

「
春
に
焼
き
サ
ン
マ
を
楽
し
ん

で
も
ら
い
た
か
っ
た
。
今
後
も

魚
を
テ
ー
マ
に
し
た
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
、
活
性
化
に
つ
な
げ

た
い
」
と
話
し
た
。
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【催 し】

３日（日）

八木山動物公園ゴールデンウ

イークイベント（８時半、仙

台市太白区・八木山動物公

園、４、５日も）

４日（月）

植物園の日（９時、仙台市青

葉区・東北大植物園）

５日（火）

子どもの日フェア（９時半、

仙台市青葉区・葛岡リサイク

ルプラザ）

８日（金）

大森山薬師如来大祭（ 時、

大和町・笹倉山）

【スポーツ】

３日（日）

仙台六大学野球春季リーグ

（ 時 分、仙台市青葉区・

東北福祉大球場、４、９、

日も）▷東北楽天―西武（

時、仙台市宮城野区・楽天

スタジアム宮城）

６日（水）

Ｊ１仙台―ＦＣ東京（ 時、

仙台市泉区・ユアテックスタ

ジアム仙台‖ユアスタ仙台）

日（日）

仙台国際ハーフマラソン大会

（９時、仙台市宮城野区・市

陸上競技場ほか）▷Ｊ１仙台

―浦和（ 時、ユアスタ仙台）

３～ 日
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一
戸
建
て

棟

最
新
住
宅
紹
介

仙
台
・
錦
ケ
丘

最
新
の
住
宅
を
紹
介
す
る

「
錦
ケ
丘
住
宅
祭

春
の
イ
エ

・
コ
レ
！
」（
ミ
ヤ
ギ
テ
レ
ビ
、

河
北
新
報
社
主
催
）
が
２
日
、

仙
台
市
青
葉
区
錦
ケ
丘
１
丁
目

の
住
宅
展
示
場
で
始
ま
っ
た
。

日
ま
で
の
土
、
日
曜
と
祝
日

に
開
催
す
る
。

住
宅
メ
ー
カ
ー

社
が
一
戸

建
て

棟
を
出
展
。
ウ
ッ
ド
デ

ッ
キ
を
備
え
た
二
世
帯
住
宅

や
、
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
取
り
や
す
い
よ
う
室
内

の
仕
切
り
を
減
ら
し
た
住
宅

な
ど
、
人
気
の
住
ま
い
が
並
ん

だ
。家

族
で
来
場
し
た
宮
城
野
区

の
主
婦

は
「
変
わ
っ
た
間

取
り
の
家
が
あ
っ
た
。
マ
ン
シ

ョ
ン
住
ま
い
だ
が
、
将
来
は
一

戸
建
て
に
住
み
た
い
」
と
話
し

た
。

仙
台
三
越
常
設
店

古
川

オ
ー
プ
ン

大

崎

仙
台
三
越
の
常
設
小
型
店

「
エ
ム
ア
イ
プ
ラ
ザ
三
越
古
川

店
」
が
２
日
、
大
崎
市
古
川
台

町
の
複
合
商
業
施
設
「
リ
オ
ー

ネ
ふ
る
か
わ
」
１
階
に
オ
ー
プ

ン
し
た
。

仙
台
三
越
の
エ
ム
ア
イ
プ
ラ

ザ
は
タ
ピ
オ
店
（
仙
台
市
泉

区
）
、
山
形
店
（
山
形
市
）
、

登
米
佐
沼
店
（
登
米
市
）
に
続

き
４
店
目
。
開
店
式
典
で
、
渡

辺
憲
一
社
長
は
「
買
い
物
だ
け

で
な
く
、
ゆ
っ
く
り
し
た
時
間

を
過
ご
す
た
め
に
も
利
用
し
て

ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
伊
藤

康
志
市
長
は
「
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
興
ま
ち
づ
く
り
に
も

弾
み
が
つ
く
」
と
歓
迎
し
た
。

同
店
は
売
り
場
面
積
約
４
９

０
平
方
㍍
。
婦
人
服
、
婦
人
雑

貨
、
ギ
フ
ト
用
品
、
食
料
品
な

ど
を
扱
う
。
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
が

人
気
の
気
仙
沼
市
の
コ
ー
ヒ
ー

店
「
マ
ザ
ー
ポ
ー
ト
コ
ー
ヒ

ー
」
、
ワ
コ
ー
ル
の
セ
ル
フ
チ

ョ
イ
ス
コ
ー
ナ
ー
、
全
国
の
有

名
食
料
品
を
扱
う
「
北
野
エ
ー

ス
」
も
売
り
場
を
構
え
た
。

営
業
時
間
は
午
前

時
〜
午

後
７
時
。
連
絡
先
は
エ
ム
ア
イ

プ
ラ
ザ
三
越
古
川
店
０
２
２
９

（
２
５
）
４
０
９
０
。

杉
戸
洋
さ
ん
個
展

空
間
構
成
重
視

絵
画

ど

点

県

美

術

館

仙
台
市
青
葉
区
の
県
美
術
館

で
２
日
、
企
画
展
「
杉
戸
洋
展

天
上
の
下
地

ｐ
ｒ
ｉ
ｍ
ｅ

ａ
ｎ
ｄ

ｆ
ｏ
ｕ
ｎ
ｄ
ａ
ｔ

ｉ
ｏ
ｎ
」
（
県
美
術
館
、
河
北

新
報
社
主
催
）
が
始
ま
っ
た
。

７
月

日
ま
で
。

名
古
屋
市
在
住
の
美
術
家
杉

戸
洋
さ
ん

‖
東
京
芸
術
大

准
教
授
‖
の
絵
画
を
中
心
に
約

点
を
展
示
し
て
い
る
。
杉
戸

さ
ん
が
夢
で
見
た
世
界
を
モ
チ

ー
フ
に
し
た
絵
や
、
岩
手
の
風

景
画
な
ど
が
並
ぶ
。

同
美
術
館
に
よ
る
と
、
杉
戸

さ
ん
の
個
展
は
会
場
の
空
間
構

成
を
重
視
す
る
。
今
回
も
事
前

に
来
館
し
、
会
場
に
合
う
絵
や

造
形
物
を
新
た
に
作
っ
た
。

企
画
展
は
「
杉
戸
さ
ん
は
最

も
注
目
す
べ
き
作
家
」
と
の
同

美
術
館
関
係
者
の
意
見
を
基
に

決
ま
っ
た
。
鑑
賞
し
た
青
葉
区

の
無
職
女
性

は
「
色
彩
が

柔
ら
か
く
、
癒
や
さ
れ
る
絵
が

多
か
っ
た
」
と
話
し
た
。

月
曜
休
館
（
休
日
の
場
合
、

休
日
明
け
の
平
日
）
。
入
館
料

は
一
般
１
０
０
０
円
、
学
生
８

０
０
円
、
小
中
高
校
生
４
０
０

円
。
連
絡
先
は
同
美
術
館
０
２

２
（
２
２
１
）
２
１
１
１
。

春に焼きサ マ美味！
亘理・荒浜復興商 街

復
興
商
店
街
の
ア
ー
ケ
ー
ド
の
下
で
サ
ン
マ
を
炭
火
で
焼
く
来
場
者
ら
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⊃

東
松
島
・
防
集
移
転

野
蒜
北
部
団
地

整
備
施

の
配
置
案
決
定

夢の世界をモチーフにした絵画などが並ぶ企画展

最
新
モ
デ
ル
の
住
宅
が
並
ん
だ
住
宅

祭

開
店
と
と
も
に
大
崎
市
民
で
に
ぎ
わ

う
エ
ム
ア
イ
プ
ラ
ザ
三
越
古
川
店

東
日
本
大
震
災
の
防
災
集
団

移
転
で
、
東
松
島
市
は
野
蒜
北

部
丘
陵
団
地
に
整
備
す
る
公
共

施
設
な
ど
の
配
置
案
を
決
め

た
。
団
地
西
端
部
に
医
療
や
建

設
関
係
の
事
業
者
が
進
出
を
予

定
し
て
お
り
、
団
地
中
央
部
で

は
山
側
に
建
設
す
る
宮
野
森
小

の
向
か
い
に
保
育
所
な
ど
を
整

備
し
、
教
育
・
子
育
て
の
環
境

を
整
え
る
。

団
地
の
西
端
部
に
は
公
共
公

益
施
設
７
区
画
を
整
備
す
る
。

被
災
し
た
市
内
の
整
形
外
科
や

建
設
業
者
な
ど
５
事
業
者
が
進

出
を
希
望
し
て
い
る
。
西
端
部

に
は
消
防
署
も
建
設
す
る
。

団
地
中
央
部
に
は
心
療
内
科

の
医
院
が
進
出
す
る
ほ
か
、
野

蒜
小
と
宮
戸
小
が
統
合
し
て
開

校
す
る
宮
野
森
小
が
で
き
る
。

道
路
を
挟
ん
だ
海
側
に
保
育
所

を
配
置
す
る
。
Ｊ
Ｒ
仙
石
線
沿

い
の
約

㌃
に
は
商
業
施
設
の

進
出
を
見
込
ん
で
い
る
。

団
地
東
部
に
は
、
野
蒜
駅
周

辺
の
約
３
・
３
㌶
に
津
波
復
興

拠
点
と
し
て
、
市
民
セ
ン
タ
ー

と
観
光
物
産
交
流
セ
ン
タ
ー
の

一
体
型
施
設
な
ど
を
整
備
す
る

予
定
。

市
復
興
都
市
計
画
課
は
「
商

業
施
設
は
、
地
区
の
規
模
や
採

算
性
の
観
点
か
ら
進
出
が
難
し

い
面
が
あ
る
。
住
宅
の
整
備
が

進
む
ま
で
実
現
可
能
な
施
設
を

模
索
す
る
」
と
説
明
す
る
。

野
蒜
北
部
丘
陵
団
地
は
山
を

切
り
出
し
て
造
成
し
、
一
戸
建

て
用
の
２
７
８
区
画
と
災
害
公

営
住
宅
１
７
０
戸
を
整
備
す

る
。
市
内
の
防
災
集
団
移
転
団

地
の
う
ち
宅
地
引
き
渡
し
開
始

が
最
も
遅
く
、
引
き
渡
し
終
了

は
２
０
１
７
年
１
月
、
全
て
の

災
害
公
営
住
宅
の
完
成
は

年

月
の
見
込
み
。
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(１３) ２０１５年(平 年)５月３日(日曜日)(１３) ２０１５年(平 年)５月３日(日曜日)

(C)河北新報社


